
詳しくは
議会HPへ

議
員
が

注
目
の

議
案
！

「
子
育
て
・
交
流
テ
ラ
ス
わ
っ
こ
」

内
装
工
事 
イ
オ
ン
に
代
理
施
工
を
委
任

16
議
案
を
審
議

全
議
案
を
原
案
通
り
可
決

　
今
秋
開
店
予
定
の
イ
オ
ン
ス
タ
イ
ル
諏
訪

の
中
に
設
置
す
る
、「
子
育
て・交
流
テ
ラ
ス

わ
っ
こ
」の
内
装
工
事
に
つ
い
て
、イ
オ
ン
リ

テ
ー
ル（
株
）中
部
カ
ン
パ
ニ
ー
に
代
理
施
工

を
委
任
す
る
協
定
書
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

工
事
費
は
１
億
３
６
４
０
万
円
で
、本
協
定

を
締
結
し
た
後
、速
や
か
に
着
工
し
、本
年

10
月
末
を
工
事
完
了
の
見
込
み
と
し
て
い
ま

す
。工
事
費
は
当
初
予
算
よ
り
約
３
５
０
万

円
抑
え
ら
れ
ま
す
。

店
舗
と
一
体
的
に
建
設
工
事

　
「
わ
っ
こ
」は
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル（
株
）が
管
理

す
る
商
業
施
設
内
へ
の
整
備
と
な
る
こ
と
か

ら
、店
舗
と一体
的
に
建
設
工
事
を
進
め
る
た
め

の
随
意
契
約
と
し
、イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル（
株
）に

工
事
を
委
任
す
る
も
の
で
す
。材
料
を一括
調

達
す
る
こ
と
で
材
料
費
が
割
安
と
な
り
、店
舗

　
「
わ
っ
こ
」
は
約

１
０
０
坪
の
広
さ

で
、
乳
幼
児
か
ら

園
児
・
保
護
者
が

安
心
し
て
過
ご
せ

る
遊
び
場
、
小
中

学
生
や
高
校
生
・

一
般
の
方
が
気
軽

に
憩
え
る
よ
う
多

目
的
ス
ペ
ー
ス
が

設
け
ら
れ
ま
す
。

下
諏
訪
町
宿
泊
税
交
付
金

基
金
を
設
置

　

下
諏
訪
町
で
は
観
光
振
興
を
図
る
事
業

の
財
源
に
充
て
る
た
め
、
下
諏
訪
町
宿
泊

税
交
付
金
基
金
を
設
置
し
ま
す
。
長
野
県

宿
泊
税
市
町
村
交
付
金
と
し
て
長
野
県
か

ら
交
付
さ
れ
る
金
額
の
う
ち
、
一
般
会
計

歳
入
歳
出
予
算
で
定
め
る
範
囲
内
の
金
額

を
基
金
と
し
て
積
み
立
て
ま
す
。

　

宿
泊
税
交
付
金
は
下
諏
訪
町
独
自
の
利

用
方
法
と
し
て
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対

策
と
し
て
の
臨
時
駐
車
場
の
対
応
や
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
巡
る
ス
ワ
ン
」

の
舞
台
と
な
る
諏
訪
湖
周
辺
に
来
訪
さ
れ

る
お
客
様
に
対
し
て
の
情
報
発
信
ツ
ー
ル

の
制
作
な
ど
の
事
業
に
利
用
で
き
な
い
か

工
事
と
同
時
に
進
め
る
こ
と
で
既
存
人
員
と
兼

務
す
る
こ
と
が
で
き
、効
率
化
で
き
ま
す
。

　
工
事
は
現
在
の
と
こ
ろ
計
画
通
り
進
め
ら

れ
る
見
込
み
で
、
進
捗
状
況
や
品
質
管
理
に

つ
い
て
は
、
工
程
会
議
に
町
職
員
が
参
加
し

確
認
し
て
い
き
ま
す
。

情
報
公
開
し
町
民
負
担
増
に
な
ら

な
い
よ
う
慎
重
な
対
応
を

　

生
活
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、「
協
定
は

事
業
を
進
め
る
た
め
必
要
な
手
続
き
だ
が
、

一
方
、
議
会
で
議
論
が
重
ね
ら
れ
、
事
業
の

進
め
方
、
透
明
性
、
町
民
へ
の
説
明
責
任

に
関
す
る
附
帯
決
議
が
な
さ
れ
た
経
緯
が
あ

る
。
工
事
執
行
後
も
適
切
な
管
理
や
情
報

公
開
に
努
め
て
い
た
だ
き
、
町
民
負
担
が
増

大
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
慎
重
な
対
応
を
求

め
賛
成
」
と
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

宿
泊
税
は
低
額
の
宿
泊
施
設
に
は
割
高

と
な
り
、
基
金
積
立
は
２
年
分
と
使
い
勝

手
が
悪
い
た
め
反
対
。
基
金
活
用
で
観
光

振
興
に
つ
な
が
る
た
め
賛
成
と
の
討
論
が

あ
り
ま
し
た
。

　  【
豆
知
識
】
宿
泊
税
っ
て
な
に
？

　

宿
泊
税
は
、
地
方
税
法
に
基
づ
く
「
法

定
外
目
的
税
」
の一
種
で
、
長
野
県
が
条
例

で
独
自
に
定
め
て
課
税
す
る
税
金
で
す
。
旅

行
者
が
宿
泊
施
設
に
宿
泊
す
る
際
に
、
宿
泊

料
金
に
応
じ
て
課
税
さ
れ
、
宿
泊
施
設
が
徴

収
し
て
長
野
県
に
納
付
し
ま
す
。
消
費
税
や

入
湯
税
と
は
異
な
り
、
使
い
道
が
特
定
の
目

的
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

第
４
分
団
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積

載
車
及
び
小
型
ポ
ン
プ
を
更
新

　

下
諏
訪
町
消
防
団
第
４
分
団
の
ポ
ン
プ

積
載
車
と
小
型
ポ
ン
プ
は
使
用
期
間
が
25

年
を
経
過
し
ま
し
た
。

　

新
車
両
は
、
昨
年
度
更
新
し
た
第
７
分

団
の
車
両
と
同
様
の
「
ナ
イ
ト
ス
キ
ャ
ン
」

を
搭
載
し
、
装
備
を
よ
り
多
く
効
率
的
に

積
載
で
き
る
よ
う
に
荷
台
両
側
に
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
整
備
し
ま
し
た
。
消
火
ホ
ー
ス
も

10
本
更
新
さ
れ
ま
す
。
旧
可
搬
積
載
車
は

入
れ
替
え
に
伴
い
、
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
に
出
品
し
ま
す
。

　

今
回
、
消
防
車
両
が
更
新
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
火
災
や
自
然
災
害
な
ど
の
緊
急

時
に
お
け
る
消
防
活
動
の
迅
速
化
と
安
全

性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
最
新
の
装

備
を
備
え
た
車
両
の
導
入
に
よ
り
、
消
防

団
員
の
活
動
環
境
も
改
善
さ
れ
、
よ
り
効

率
的
で
確
実
な
消
火
・
救
助
活
動
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

令
和
８
年
度
下
諏
訪
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

長
野
県
が
実
施
す
る
「
都
市
計
画
道

路
・
赤
砂
東
山
田
線
整
備
事
業
」
の
事

業
協
力
者
向
け
宅
地
造
成
整
備
費
用

３
１
７
８
万
３
０
０
０
円
を
支
出
す
る
内
容

で
す
。

　
Ｒ
９
年
３
月
ま
で
に
宅
地
分
譲
を
開
始
す

る
必
要
が
あ
り
、
６
月
中
の
事
業
着
手
を
予

定
し
て
い
る
た
め
、
本
会
議
初
日
に
即
決
を

求
め
ら
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
員
の
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

令
和
８
年
度
下
諏
訪
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か

ら
２
５
０
万
円
、
公
益
財
団
法
人
長
野
県

市
町
村
振
興
協
会
か
ら
２
０
０
万
円
、
合

計
４
５
０
万
円
の
交
付
を
受
け
「
下
諏
訪

町
補
助
金
等
交
付
規
則
」
に
よ
り
第
４
区

へ
２
５
０
万
円
、
第
９
区
自
主
防
災
会
へ

２
０
０
万
円
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

　

第
４
区
で
は
、
公
会
所
の
備
品
と
し
て
、

テ
ー
ブ
ル
、
イ
ス
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
等
を
整
備
。
第
９
区
公
会
所

及
び
第
９
区
消
火
栓
付
近
へ
消
火
栓
ホ
ー
ス

や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
投
光
器
を
整
備
し
初
期
消
火
活
動

の
安
全
性
向
上
や
夜
間
の
避
難
誘
導
等
防

災
活
動
の
円
滑
化
を
図
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
役
場
窓
口
の
電
話
受
付
時
間
変

更
に
伴
い
自
動
音
声
で
対
応
す
る
た
め
電

話
交
換
設
備
へ
「
音
声
応
答
転
送
装
置
」

の
導
入
に
約
１
５
０
万
円
な
ど
、
総
額
約

１
４
５
５
万
円
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

　
全
員
の
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

下
諏
訪
町
税
条
例
一
部
改
正

　

国
の
令
和
８
年
度
税
制
改
正
に
よ
る
、

物
価
上
昇
に
連
動
し
た
基
礎
控
除
等
の
新

仕
組
み
創
設
、
所
得
税
の
課
税
最
低
限
の

特
例
的
な
引
き
上
げ
、
自
動
車
関
係
諸
税

の
見
直
し
、
防
衛
特
別
所
得
税
の
創
設
な

ど
へ
の
対
応
の
た
め
に
条
例
改
正
す
る
も

の
で
す
。

　

国
が
創
設
す
る
防
衛
特
別
所
得
税
へ
の

対
応
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
反
対
。
町
の

税
収
に
は
影
響
な
く
、
町
民
負
担
増
も
な

い
た
め
賛
成
と
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

国
保
財
政
調
整
基
金
に

２
０
０
０
万
円
積
み
立
て

　

令
和
７
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
は
、
令
和
７
年
度
決
算
で
余
剰

金
が
出
る
見
込
み
の
た
め
、
国
保
財
政
調

整
基
金
に
２
０
０
０
万
円
積
み
立
て
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
は
高
所
得
者
が
あ
っ
た

こ
と
、
全
体
的
に
所
得
の
増
加
も
あ
り

国
保
税
収
が
増
額
し
た
こ
と
に
よ
り
余
剰

金
が
発
生
し
た
た
め
、
積
み
立
て
ら
れ
ま

す
。
令
和
７
年
度
末
の
基
金
の
残
高
は
約

３
０
０
３
万
円
と
な
り
ま
す
。

令
和
８
年
度
下
諏
訪
町
一
般
会
計
補
正
予
算

町
民
生
活
を
支
え
る
施
策
を
審
議
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